
申 賢哲 

知的基盤総合センター・特任助教（常勤） 

 

【研究】 

①韓国と日本の法学学術誌に関する比較研究－学術論文の質担保を中心に－(原文：韓国

語) 、申賢哲・京俊介、国立釜山大学「法学研究」、第 60巻第 2号、2019年 5月、81頁～

125頁（査読付き） 

②第 4次産業革命時代における日本の著作権法改正及び示唆－'柔軟性のある権利制限規定

'を中心に－(原文：韓国語)、申賢哲、朝鮮大学「法学論叢」、第 26巻第 3号（崔斗鎭教授

定年記念号）、2019年 2月、3頁～35頁（査読付き） 

③【報告】申賢哲「韓国と日本の法学学術誌に関する比較研究」令和１年５月３日韓国金山

大学法学研究所「法学研究」通巻第 100 号特集記念学術大会（於、釜山大学） 

 

【教育】 

学期 科目名 

春夏学期 ⚫ 「知的財産入門」（春学期 1単位、大阪大学医学系保健学専攻・薬学研

究科博士前期課程） 

⚫ 「法の世界」（春夏学期 2単位、全学教育推進機構） 

秋冬学期 ⚫ 「知的財産モラル」（秋冬学期 2単位、全学教育推進機構） 

⚫ 「アジア知的財産法」（秋冬学期 2単位、法学研究科博士前期課程・高

等司法研究科共同開講） 

 

【管理運営】 

１．「教務委員会」：知的財産法プログラムの運営に関する資料作成の補助業務を行った。 

２．「大阪大学会館委員会」：知的基盤総合センター所蔵の雑誌の管理業務、教育研究基盤整

備及び大学会館の使用実績の管理業務などを行った。 

３．「IPrismシステム委員会」：サーバ管理業務や無線 LANの設定業務を行った。 

４．「情報管理委員会」：ファイル共有システムの使用設定や iPadの管理業務を行った。 

５．「広報委員会」：知的基盤総合センターHPの管理業務を行った。 

６．「研究企画委員会」：知的基盤総合センター主催の各種研究会やシンポジウムの補助業務、

そして韓国の研究者や教育研究機関との国際共同研究に関する連携業務を行った。 

 

【社会貢献】 

１．韓国の嶺南大学と忠南大学の教員やロースクール学生のご訪問を受け、知的基盤総合セ

ンターの教育研究活動の紹介を行った（豊中総合学館、2019. 6. 27）。 

２．神戸学院大学（法学部）において、知的財産法の重要性を理解し「知的財産管理技能検



定」に興味を持ってもらうために、茶園成樹編『特許法』に基づいて「特許法」の講義を行

った（2019年前期）。 

３．同志社大学（文化情報学部）において、知的財産モラルを高めて知財教育の重要性を理

解してもらうために、茶園成樹編『知的財産法入門』に基づいて「知的財産権」の講義を行

った（2019年前期）。 


